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◆福島第一原子力発電所の廃炉作業が進み、廃炉関連産業におけるビジネス機会の拡大が見込まれる。

◆一方で、廃炉作業の元請企業から発注される仕事や参画方法等が不明確であるとともに、地元企業の技術

力等の把握も十分ではなく、地元企業の参入が進んでいない状況。

◆これら課題を明確化した上で、福島第一原子力発電所廃炉作業におけるニーズ側とシーズ側をつなぐ効

果的なマッチングスキームを構築し、地元企業の廃炉関連産業への参入を推進する可能性等調査を実施。

1 背景･事業目的

2 主な事業内容

＜廃炉関連産業集積可能性調査事業＞※2019年度実施事業

昨年度の廃炉関連産業に関する取組

◆課題の整理：地元企業の廃炉作業参入に係る東京電力・元請企業・地元企業それぞれの課題を整理。

◆トライアルマッチングの実施：課題の整理によって判明した問題点を踏まえ、トライアル的なマッチングを実施。

マッチング会における
仕様等説明の様子

マッチング会における
商談の様子

◆個別マッチング
特殊性が高い等の案件について、個別マッチングを実施。

＜相談事例＞
・金属製放射性物質保管容器の製造
・放射性物質吸着剤の研究開発
・汚染水タンク水位計の製造 等

相談案件：7件のうち
⇒4件がマッチング成約 (例)汚染水タンク水位計

＜第1回＞
2019/12/2 富岡町文化交流センター学びの森
目的 ：１F構内で使用される廃棄物保管用

コンテナ（角形容器）の製造受注
参加企業ː元請希望4社、下請希望15社

＜第2回＞
2020/2/14 浪江町地域スポーツセンター
目的 ：1F構内作業を受注している東京

パワーテクノロジー㈱の下請企業
リストへの新規登録

参加企業：元請1社、下請希望14社元請：地元企業1社
下請：地元企業3社が受注。 地元10社が新規登録の可能性

有り。（うち６社は条件付）
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今年度の廃炉関連産業に関する取組

＜廃炉関連産業マッチング促進事業＞※2020年度新規事業

 今年度新たに「廃炉関係産業集積課」を新設して体制を強化(課長以下、計4名の専任体制)

 「福島廃炉関連産業マッチングサポート事務局」の設置

地元企業が廃炉関連産業に参入できるよう、ニーズ側(元請企業)とシーズ側(地元企業)をつなぐ

ワンストップ相談窓口を東京電力HD、福島相双復興推進機構と共同で設置・運営

 集団マッチング会を１０月・2月開催予定(※個別マッチングは随時実施)

 廃炉関連産業への地元企業の参入促進に向け、スタディツアーを11月に開催予定

＜ワンストップ相談窓口イメージ図＞
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３

＜福島廃炉関連産業マッチングサポート事務局の役割と運用＞

◆専用ホームページ・電話・FAXでマッチング事務局（福島イノベ機構内）に問合せ。
◆問合せや相談に費用はかからない。
◆原則、直接面談により相談企業の事業内容や技術・履行能力・体制面等をヒアリング。
→ 情報のデータベース化

◆東京電力の「廃炉中長期プラン２０２０」に基づく元請企業向け説明会を７/３０実施。
→ 元請企業向け業務内容や業務量を説明 → 元請企業は地元企業の参入可能性を検討

マッチングサポート事務局は、条件が適合する元請企業と地元企業を各々紹介する。

両社で交渉を開始。

◆アフターフォローの実施
→ マッチングがかなわなかった場合、その理由について可能な限り具体的に開示する。
→ 可能であれば、代替案・今後の見通しについて説明する。
→ 必要性や要望により、成約とならなかった理由を克服するための国や県等の支援

メニューを紹介。
◆相談者に寄り添った支援に努める。






